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                         令和８年１月３０日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立第一小学校  学校運営協議会  

会長  松澤  和昌  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年４月３０日  ４名  

○委員長選出  

○学校経営方針・教育課程の説明・

承認  

○委員会運営の方針  

2 令和７年６月１８日    ４名  

○第一小授業についての説明  

○授業参観  

○授業充実のための意見交換  

3 令和７年  ９月８日    ４名  

○第一小教職員や職場文化・職務状

況についての説明  

○委員と教職員との懇談  

4 令和７年１１月７日    ５名  

○地域人材・施設情報収集・データ

保管について  

○ひばり音楽祭の練習の参観  

5 令和８年１月２６日    ５名  

○学校アンケート（保護者・児童）

の結果からの考察  

○「学校評価報告書」による考察・

評価  

6 令和８年３月  ９日    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

 ・学校が必要としている多様な地域の人材について理解することができた。  

  必要な人材を学校運営協議会の委員が広く地域の方に知らせていくこと

により，今後はさらなる教育活動の充実が期待できる。  

 ・教職員との直接の懇談機会を設けたことで ,日々の授業準備や児童への

対応など ,学校運営の核となる教職員の熱意や現場の状況をより深く知

ることができた。  

  

(2) 課題  

 ・学校が提示する基本方針や評価の承認だけではなく ,協議会自らが主体

となって年間計画の企画や学校支援の提案を行う体制を整えることが課

題である。  

 

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

 ・会長主導による ,積極的な意見交換をさらに強化していくこと。  

 ・学校運営協議会の活動や内容を地域・保護者に積極的に発信していき ,

透明性を高めるとともに ,地域住民が学校運営に参画する意欲を醸成す

るための情報発信を強化していくこと。  
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                       令和８年１月２３日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第二小学校 学校運営協議会 

会長 金子 剛 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年５月２日 ６人 
趣旨説明，経営方針説明，役職決

め，年間予定 

2 令和７年７月１４日 ６人 
授業参観，給食試食・アレルギー対

応，周年 

3 令和７年１０月１７日 ４人 
学校評価，周年，来年度人事要望 

4 令和７年１１月２７日 ６人 
学校評価，周年，次年度について，

生活指導夕会 

5 令和８年１月２３日 ６人 
学校評価，今年度経営計画報告書，

次年度経営計画について  

6 令和８年２月２６日 人 
今年度経営計画報告書，次年度経営

計画について  

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

   ◎学校の応援団として支援や助言ができたこと。 

○８０周年記念行事等に向けた意見交換 

・・・前回の周年を踏まえて，周年実行委員会の設立や周年の 

取組，実質的な活動等の下地を話し合うことができた。 

   〇学校評価実施に向けた意見交換 

・・・項目の選定や質問内容等に意見をいただき，前年度より 

      具体的な評価項目を作り上げることができた。 

（２）課題 

   ◎学校運営に向けた熟議 

・・・学校運営にかかわるヴィジョンの明確化に向けた熟議を行 

う時間の確保。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

   ◎学校運営に向けた熟議 

・・・学校運営にかかわるヴィジョンの明確化に向けた熟議を行う時間 

を十分確保する。 

   ◎在学児童保護者への周知 

   ・・・「学校運営協議会」の活動について，現役保護者にさらに周知を図る。 
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                       令和８年２月３日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第三小学校 学校運営協議会 

会長 塚松 美穂   

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ４月１７日 ７人 
令和７年度学校経営方針の承認／年間活動

計画の協議 

2 令和７年 ５月 ８日 ７人 
情報モラル教育について／運動会の運営に

ついて協議 

3 令和７年 ６月 ５日 ７人 
子どもの心と体を守る教育について／学校

評価アンケートについて協議 

4 令和７年 ９月 ５日 ７人 

「ケヤッキーの水遊び」・1 年生タブレッ

ト出前授業報告（情報モラル教育の推進）

／１０月の「ケヤッキーとのだんらん」の

企画検討・協議 

5 令和７年 １１月１５日 ５人 

「ケヤッキーとのだんらん」の報告／地域

学校協働本部の活動報告／子どもの心と体

を守る教育について協議 

6 令和７年 １２月１８日 ４人 

子どもの心と体を守る教育の報告／学校評

価結果について熟議／今後の PTA のあり方

について／「ケヤッキーとのたき火のつど

い」の企画検討・協議 

7 令和８年 １月１４日 ６人 
令和８年度学校経営方針案の熟議／「ケ

ヤッキーとのたき火のつどい」の協議 

8 令和７年 ２月２５日 ６人予定 
令和７年度 CS 会の振り返り／令和８年度

CS会年間計画案の検討・協議 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・学校運営協議会で進めた開設二年目の校内教育支援センター別室（通称：ケヤッ

キールーム）の運営が軌道に乗り，学校と地域の協力体制が整った。 

・以前から学校運営協議会で協議していた「情報モラル教育」と「子どもの心と体を

守る教育」について，実際に出前授業を実施するなど具体化し，児童に必要な教育

を推し進めることができた。 

  ・７月１９日に「ケヤッキーの水遊び」と称した準学校行事を学校運営協議会が企画

し，ＰＴＡ・学校・地域学校協働本部・健全育成委員会が協力して実施した。 

  ・１０月４日に学校運営協議会委員と教職員，保護者，民生委員等，学校と地域の交

流・意見交換の場である「ケヤッキーとのだんらん」を実施できた。第４回となる

本年度は通級や特別支援をテーマにし，本校の通級指導について理解を深めた。 

  ・１０月２３日の公開研究協議会を学校運営協議会委員が参観し，教員の授業改善へ

の取組に対する理解を深めた。 

  ・学校評価の在り方や内容について協議し，本年度は学校評価アンケートの見直しを

行うことができた。 

  ・令和８年度学校経営方針案について協議し，校長の方針を理解しつつ，より良い学

校経営を考えることができた。 

 

（２）課題 

・保護者や地域の方に広くコミュニティスクールや地域学校協働活動についての理解

を得るには，まだ不十分な状況にある。 

  ・学校運営協議会で検討・協議し進める活動等について，保護者や地域の方々の協力

を得ることは，まだ不十分な状況にある。 

  ・学校に関わる団体同士の建設的な繋がり，協力体制の構築はこれからである。 
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３ 次年度に向けて 

・学校運営協議会と地域学校協働活動への保護者や地域団体の理解を更に得て，多く

の協力者を募りたい。 

・「情報モラル教育」や「子どもの心と体を守る教育」等，児童に必要な教育を引き

続き推進していきたい。 

  ・児童の日常の学校生活の様子を更に見ていただく機会を考えたい。 

  ・コミュニティスクールとしての体制や地域学校協働本部の活動をより周知して，変

化した学校運営に対する地域の理解と協力を得たい。 

  ・引き続き，学校，家庭，地域の三者が協働する機会をもつことで，学校教育や子育

てに対する保護者や地域の当事者意識を高めていきたい。 

7
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                      令和８年１月１９日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立八雲台小学校  学校運営協議会  

会長  安倍  威  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年  ４月  ７日  ４人  
顔 合 わ せ ・ 今 年 度 の 取 り 組 み に つ

いて  

2 令和７年  ４月２６日  ５人  学校経営方針について  

3 令和７年  ６月  １日  ４人  学校行事の在り方について  

4 令和７年  ７月  ４日  ４人  教科担任制について  

5 令和７年１１月１５日  ５人  学校評価について  

6 令和７年１２月  ５日  ３人  
２ 学 期 の 振 り 返 り ・ 学 校 評 価 に つ

いて  

7 
令和８年２月７日  

（予定）  
 学校評価の結果について  

8 
令和８年３月３日  

（予定）  
 令和８年度の教育活動について  

9   
 

 

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

  今年度より発足。構成メンバーが互いに面識のない中，毎回の会議が行

われた。学校行事や授業参観などを通しお互い違う視点や価値観から子ど

もたちの活動，教員の指導に関すること，学校運営に関することなどが話

し合われ充実した内容であった。  

  今年度 2学期より朝の見守り活動を行う際，校長より人材の派遣要望が

あった。すぐさま CSメンバーの地域コーディネーターより募集。数名の人

材確保ができた。  

 

(2) 課題  

  今年度は学習の様子や行事を見学しその様子についての話題となってし

まった。次年度は CSが中心となって学校の要望を伺い，地域の人材を活用

できるようにしていきたいと考えている。また，その人材確保について取

り組むことも課題である。できれば学校から過去の人材バンク的なリスト

について共有させていただけるとありがたいと考えている。  

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

今年度は校長含め 5人であった。次年度に向けて立場の違う人材をもう

少し増やしていくことも考えたい。  

次年度は先生方の生の声を伺い，先生方の思いや悩み CSへの要望などを

聞いていきたいと考えている。  

CSが中心となって学校の要望を伺い，地域の人材を活用できるような仕

組みを作りたい。  
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                       令和８年２月４日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立富士見台小学校 学校運営協議会 

会長 武藤 貴子 

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ４月１６日 ６人 
会長選出・本校教員の紹介・協議・意見交

換・質疑応答 

2 令和７年 ６月１４日 ６人 授業観察・協議・意見交換・質疑応答 

3 令和７年 ７月２４日 ６人 オリエンテーション・熟議 

4 令和７年 ９月２０日 ６人 
学習発表会，授業観察・協議・意見交換・

質疑応答 

5 令和７年１０月２２日 ６人 
協議・意見交換・学校評価アンケート項目

検討・質疑応答・お弁当給食試食 

6 令和７年１１月２９日 ５人 
学習発表会，授業観察・協議・意見交換・

質疑応答 

7 令和８年 １月２９日 ６人 
学校評価アンケート考察・本年度の成果と

課題・次年度に向けて・質疑応答 

8 令和８年 ２月２８日 
予定人数 

６人 予定：作品展・協議・意見交換・質疑応答 

9    

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・７月の熟議や校内での活動を通して，児童や先生方に顔を知ってもらえて，声

を掛け合うことが増えた。 

・PTA 作成の新一年生入学説明会で配布する通学路の地図にＣＳで参加した通学

路点検を通じて危険個所を追加し，新一年生だけでなく全家庭に配布すること

ができた。 

・「コミュニティ・スクールだより」を初回から毎回欠かさず発行し，ホーム

ページに掲載することができた。 

・ＣＳ会議を定期的に行い，また地域学校協働本部でも毎月，管理職との打ち合

わせを行い，議論や活動も活発に行うことができた。 

・自転車の乗り方の改善方法について検討できた。 

・学校評価アンケートでＣＳや地域の取組に肯定的な回答が 85.3％と高く，評

価された。 

（２）課題 

・ＣＳ委員として児童や先生方との距離は近くなったと感じるが，保護者との接

点は少ないため，関係が浅いと感じる。今よりＣＳを知ってもらい，保護者の

考えや意見を知りたい。例えば熟議の際に保護者にも多く参加してもらうなど，

保護者からの意見を聞けるようにしていきたい。 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・次年度も引き続き「子供の安心・安全」について話し合う。 

・親子が集まる行事「親子自転車教室（仮）」を計画，検討していきたい。 

・先生方，児童，保護者の誰もが忌憚のない意見を言える「風通しの良い学校」

を目指す。 

・新一年生保護者会などでＣＳを紹介し，知ってもらう。 

・「コミュニティ・スクールだより」を今よりもさらに保護者に伝わりやすく発信

していく。 
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                         令和８年１月１６日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立滝坂小学校  学校運営協議会  

会長  河出  雄作  

 

 

令和 7年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和 7年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和 7年 5月 9日  6人  顔合わせ  学校経営方針確認  

2 令和 7年 6月 28日  6人  授業参観  意見交流  

3 令和 7年 7月 15日  6人  意見交流  活動計画  

4 令和 7年 9月 25日  6人  CS地域紹介計画立案  

5 令和 7年 11月 14日  6人  学習発表会参観  

6 令和 8年 1月 15日  6人  学校評価  来年度の方向性  

7 令和 8年 3月 16日  6人  今年度のまとめと来年度の方針  

8    

9    

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  

※現時点での予定を含めて記載してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

  ・前年度に引き続き， PTA保護者枠，地域協働本部枠，地域枠からの運

営委員選出としたので，学校や地域の様子をよくわかっていただいて

おり，実態に即した会議ができた。また，少人数での委員会なので意

見交流がとてもしやすかった。  

  ・昨年度も行った CSや地域を児童や保護者に紹介することを今年度も継

続して取り組んだ。「学校を支える人」として CSや地域 (協働本部，

地区協，健全育成など )の活動などを動画やパンレットにし，動画は，

各保護者会で保護者に，児童には全校集会で視聴して，好評を博した。  

また，この取り組みによって保護者の学校評価内の地域との連携の項

目では高い肯定的評価を得ることができた。  

 

(2) 課題  

  ・今年度もパンフレット発行の予算を地域協働本部の消耗品から出して

もらった。地域協働本部の予算も執行率が高いので，来年度地域協働

本部の予算増額か CSの専用予算がほしい。  

  ・基本的に空いている部屋が無いので会場確保が難しい。  

 

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取  

り組みたいことなどがあれば記載してください。）  

・ CSや地域の紹介は来年度以降も継続していく。  

・来年度はさらに学校運営に関して協働的な立場で進めていきたい。  

・前述の通り CSの予算がほしい。  
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                       令和８年１月１６日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立深大寺小学校 学校運営協議会 

会長   郡司 繁 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ４月２３日 ９人 
会長・副会長の選任  

学校運営基本方針の確認 

2 令和７年 ５月２０日 ９人 

学校の状況報告 

学校運営基本方針の承認 

校内教育支援センター開設に向けて 

3 令和７年 ６月２０日 ９人 

学校の状況報告 

校内教育支援センター（上小見学の報告） 

地区協議会 

授業参観・給食試食 意見交換 

4 令和７年 ７月１６日 ８人 
学校の状況報告 

地区協議会（市職員）の説明 

5 令和７年 ９月 ８日 ９人 
学校の状況報告 

学校敷地内危険及び死角個所の確認 

6 令和７年１０月１７日 ９人 
学校状況報告  

学校公開アンケート 次年度教育課程 

7 令和８年 ２月１６日  学校の現状報告 

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

  ・校内教育支援センターの開設に向け，学校運営協議会委員と教員とで近隣の 

小学校に見学に行った。また，そこでのリサーチを元に９月から深大寺小学 

校版の校内教育支援センターを開設した。現在のところ，順調に運用できて

いる。 

  ・学校運営協議会委員と敷地内を見て回ったことで危険個所の発見につながっ 

た。校舎裏側の瓦礫の撤去，シャベルやスコップ，植物の支柱等の危険なも 

のを鍵のかかる場所に管理するようになった。 

 

（２）課題 

  ・校内教育支援センターの持続可能な運用    

   校内教育支援センターに定期的にいられる地域人材の確保が課題である。 

  ・教員の参加 

   開催時刻が授業と重なっているため，教職員も学校運営協議会で意見する場 

が設けられなかったことが課題である。次年度以降は，開催時刻の調整や事 

前のアナウンスをしていく。 

 

 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

  ・学習支援，ボランティアの運用方法についての共通理解。 

  ・校内教育支援センターの持続可能な運用。 
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                        令和８年１月１４日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立上ノ原小学校  学校運営協議会  

会長  清水  美千代  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年４月２１日  委員６人  
・会長，副会長の選出   

・学校経営方針の承認  

2 令和７年５月２８日  委員５人  ・今年度学校運営協議会年間計画  

3 令和７年６月２５日  
委員６人  

傍聴人１人  
・学校公開を参観後の感想・意見  

4 令和７年７月２３日  委員６人  ・施設見学と状況把握  

5 令和７年９月２９日  委員６人  

・ ６ 年 総 合 の キ ャ リ ア 教 育  出 前

授業について  

・学校公開参観後の感想・意見  

6 令和７年１０月２９日  委員 3 人  ・校内研究授業・協議会参観  

7 令和７年１１月２１日  委員６人  
・ ス ポ ー ツ 大 会 ， 作 品 展 ， ６ 年 総

合のキャリア教育の感想・意見  

8 令和７年１２月５日  委員５人  
・ 道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座 の 授 業 参

観後の感想・意見  

9 令和８年１月２６日  委員６人  
・学校評価  

・次年度の教育課程  

10 令和８年２月１６日  委員６人  ・次年度学校運営協議会基本方針  

11 令和８年３月９日  委員６人  ・次年度学校運営協議会活動計画  

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

・学校長が代わったので，学校運営協議会では昨年度までのことを確認し

てから丁寧にスタートできた。  

・一人一人に意見を聞くのにちょうどよい人数であった。じっくりと話合

いを行うことができた。  

・学校運営協議会を立ち上げて３年間たった。協議会を１１回開催したこ

とで，さらに学校をより深く知ってもらうとともに，日々の教育活動に

ついて相談することができた。  

・昨年度の反省を踏まえて，今年度もキャリア教育「ようこそ先輩」を  

６年生の総合的な学習の時間で実施し，地域人材を活かすことができた。  

・授業参観，スポーツ大会，作品展，道徳授業地区公開講座の授業を参観

していただき，多様な意見や感想を聞き，次年度教育活動へのアドバイ

スをいただけた。  

・ホームページで開催日を知らせ，地域の方が傍聴者として出席し，学校

運営に対して興味・関心をもっていただけた。  

・校内研究会の授業参観や協議会を参観していただき，教員の教材研究に

対する姿勢や取組を理解していただけた。  

(2) 課題  

・クラブ活動の裏の時間を使っての開催だったため，若手の教員を協議会

に参加させることは，今年度もあまりできなかった。  

・今年度は，３年目で１１回開催したが，５回分がボランティアになって

しまった。  

・学校運営協議会の活動を今年度は多く発信できなかった。  

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

・保護者に学校運営協議会の活動を多く発信するように改善する。  

・教員の働き方に対して，学校運営協議会委員が勤めている民間企業等の

他業種の取組やアドバイスをいただきたい。  
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                       令和 8 年 2 月 2 日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立石原学校 学校運営協議会 

会長 日比生信義 

 

令和 7 年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和 7年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和 7年 4月 22日 6人 
正副会長の選出，会議日程決定，授業参

観，新しく赴任された先生について，他 

2 令和 7年 5月 23日 7人 

2 年生町探検の候補拡充について，３年生

社会科見学の候補拡充について，道徳公開

授業の講師候補について，他 

3 令和 7年 7月 7日 5人 

給食を 1 年生児童と一緒に食べる，道徳公

開授業講師決定について，9×9 クリニッ

クについて，ミシン授業のサポートについ

て，2年生ジャガイモ収穫について，他 

4 令和 7年 8月 29日 7人 CS・協働本部・先生方との茶話会 

5 令和 7年 9月 29日 9人 

CS・協働本部合同会議，上半期学校経営の

評価，5・６年生の現況について，茶話会

を受けて地域でお手伝いできること，他 

6 令和 7年 11月 20日 8人 

CS・協働本部・代表委員児童と給食を食べ

ながら交流，ひだまりルームの見守り支援

について，理科実験時の見守りについて，

他 

7 令和 8年 1月 29日 5人 
令和 8 年度学校運営計画を考えるにあたっ

ての今年度の振り返り，他 

8 令和 8年 2月 26日 人 後期及び年度の評価(予定) 

9 令和 8年 3月 16日 人 新年度経営方針について(予定) 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

 ・前年度よりも地域の人が学校に関わる機会を増やし，且つ同時に多世代でも関

われるように図った。 

※具体例 ジャガイモ畑の支援，ミシン授業の見守り，理科実験授業の見守り，

9×9クリニック，ひだまりルームの見守り 

・ＣＳ，地域学校協働本部，先生方と夏休み期間を使って茶話会を開催し交流を

図った。 

 ・給食の時間を使っての児童との交流。（年 2回開催。1年生・代表委員） 

 ・町たんけん，畑見学，社会科見学など授業で出向く先の地域資源の紹介。 

 

（２）課題 

 ・地域資源や人材の更なる発掘。(ネットワークをより広げる。) 

 ・ひだまりルームの見守り。  

※何をしたらいいか，どこまでしたらいいか，もどかしく感じている。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

 ・ひだまりルームの見守り。  

  ※対応の曜日数を増やす 

 ・学内畑の活用は，児童主体で出来るようする。 

※大豆を育てたいとの要望があり，お手伝いすることを考えています。 
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                         令和８年１月２８日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立若葉小学校  学校運営協議会  

会長  高野  恭子  

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年４月１７日  ６人  
令 和 ７ 年 度 学 校 経 営 方 針 ・ 学 校 経

営計画・役割分担他  

2 令和７年５月２２日  ６人  
授 業 参 観 を 基 に し た 児 童 の 様 子 に

ついて他  

3 令和７年７月１７日  ６人  
わかばスポーツ大会・ 1学期の振り

返り・今後の協議他  

4 令和７年９月１１日  ６人  
み ま モ ー ニ ン グ ・ 児 童 の 様 子 に つ

いて・ 2学期の行事について他  

5 令和７年１０月１６日  ６人  

新 校 舎 に 伴 う 歩 道 整 備 に つ い て ・

授 業 参 観 を 基 に し た 児 童 の 様 子 に

つ い て ・ わ か ば ス テ ー ジ の 取 組 に

ついて他  

6 令和７年１１月２０日  ５人  
わかばステージについて  

次年度に向けて他  

7 令和７年１２月１８日  ６人  

新 1年生の下校指導にかかわること

について・卒業文集について・ 2学

期 の 取 組 に 対 す る 振 り 返 り ・ 教 育

活動アンケートについて他  

8 令和８年１月２２日  ６人  
今 年 度 の 学 校 運 営 協 議 会 の 成 果 と

課題について，次年度に向けて他  

9 令和８年２月１２日    

10 令和８年３月１２日    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

・毎回ほぼ全員が出席しての会議で，学校の現状を知り，課題や地域学校協働本

部の取り組みなどを共有することができた。  

・ただ参加するだけでなく，活発な意見交換の場になっていた。  

・新校舎改築に伴う歩道整備等について，市の職員の方に来ていただいて，子ど

もの安全が確保されるかどうかを中心に詳細に説明をしていただき，懸念事項

が解消された。  

・校長先生に学校運営協議会の存在が心強いと感じていただけた。  

・地元の地域の情報が得られてよかった。  

・保護者目線の意見も聞けてよかった。  

・学校の困りごとなどの状況を知ることで， PTA活動にも役に立てることができた。  

・学校からの一方的な経営方針だけでなく，学校運営協議会で熟議されたという

点がよかった。  

 

(2) 課題  

・児童数が多い中で，新校舎の工事が始まり，四中の校庭が使用できなくなった

ために発生する様々な問題に， CSとしてできることがなくもどかしい。  

・現場の多くの先生からの声を聞ける機会があるとよかった。  

・保護者からは，現状を知ったうえでの意見が欲しい。 (広報に課題 ) 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

・新校舎改築に向けて，小学校・中学校で連携できるところを見つけていきたい。  

・広報活動をどうするか検討していきたい。  

・学校運営協議会で話し合われた結果，健全や開放，地区協など別団体にも協力

を呼びかけて，地域のつながりでよりよい教育環境を作っていきたい。  

・学校の先生方の現場の困り感をまずは知って，今後の活動にいかしたい。  

 

22



 

                      令和８年２月３日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立緑ヶ丘小学校学校運営協議会  

会長   田中  由紀男  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年４月２６日  ６人  

・任命式  ・委員自己紹介   

・学校経営方針説明  

・開校６ ０周年記念事業について  

・今後の運営協議会日程調整  

・集合写真撮影  

2 令和７年７月１８日  ６人  

・学校現況報告  

・ １学期の振り返り （各委員からの報告）  

・開校６ ０周年記念事業について  

・授業観察（希望者）  

3 令和７年９月１３日  ６人  
・学校現況報告  

・開校６ ０周年記念事業について  

・展覧会について  

4 令和７年１２月２３日  ５人  

・学校現況報告  

・ ２学期の振り返り （各委員からの報告）  

・運動会の名称について   

・保護者対応について  

・学校南門の表札について  

・樹木の伐採について  

5 令和８年２月５日  ６人  

・学校現況報告  

・ 教 育 活動 に関す る ア ン ケ ー ト 結 果 に

ついて  

・令和８年度教育課程について  

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  

※現時点での予定を含めて記載してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

  ・今年度，本校は開校６０周年を迎え，記念樹の植樹や記念集会，記念

式典など，様々な事業を行った。学校運営協議会では毎回進捗状況を

共有し，それぞれの取組について委員の承認を得ながら事業を進める

ことができた。  

  ・その他，様々な教育課題についての問題を共有し，意見交換をして解

決を図ることができた。  

 

 

(2) 課題  

  ・学校運営協議会の果たすべき役割のさらなる明確化。  

  ・緑ヶ丘小としての特色ある学校運営協議会活動の構築。  

 

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取  

り組みたいことなどがあれば記載してください。）  

  ・今年度，学校運営協議会として緑ヶ丘小学校の様々な教育課題の解決

に取り組むことができた。次年度も地域，児童，保護者，教職員を支

える活動に取り組みたい。  
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                       令和８年２月４日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立染地小学校 学校運営協議会 

会長 久保田 薫 

 

令和 7年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和 7年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和 7年 4月 2日 6人 
学校経営方針の承認 

年間計画の協議 

2      5月 16日      6人 
１学期の課題検討 

教員懇談会の企画 

3          6月 28日      6人 教員懇談会 

4         11月 22日      5人 
学校評価アンケート内容検討 

２学期の状況報告 

5 令和 8年 1月 30日      5人 学校評価報告書の検討 

6    

7    

8    

9    

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

  ・毎回校長から学校の様子を詳細に報告していただき，情報共有ができた。 

  ・教員懇談会では相互理解が深まり，仲間意識が培われた。 

  ・学校に行く機会が増え，子供たちの様子が見られた。 

  ・情報共有のおかげで，地域で子供に関わる際に意識することができた。 

 

 

（２）課題 

  ・染地小学校運営協議会として，どうありたいか。 

    →子供に関わる教員が頼りにできる協議会，でありたい。 

  ・保護者や地域への認知の広げ方を考えていきたい。 

 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

 

・教員の困りごとをどう吸い上げていくかを検討する。 

  ・委員の皆さんが学校を知ることができてきたので，今後の課題に対して 

   意見を出し合い，合議し，善処する流れをつくっていきたい。 
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                       令和８年２月５日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立北ノ台小学校 学校運営協議会 

会長 渡部 静夫 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月１４日 １２人 
組織・運営・開催等について，目指す学校

像の確認 

2 令和７年５月１９日 １０人 学校運営の基本方針の承認 

3 令和７年６月２３日 １１人 
地域協働本部と保護者の協力・連携につい

て 

4 令和７年７月１４日 １４人 保護者ボランティアの活動について 

5 令和７年９月８日 １０人 
保護者ボランティアの募集について コ

ミュスク通信発行について 

6 令和７年１０月８日 １２人 
学校評価・児童アンケート質問項目の検討

について 

7 令和７年１１月１０日 １０人 
学校評価・児童アンケート質問項目につい

て 

8 令和７年１２月２２日 １１人 学校評価・保護者アンケートの分析 

9 令和８年１月２６日 １１人 
学校評価・学校によるアンケートの分析と

評価 

10 令和８年３月１６日  （予定）学校評価，８年度基本方針の確認 

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・学校運営協議会を年 10 回実施。学校の抱える課題と解決に向け学校が取り組

んでいること，取り組もうとしていることが明確になってきた。 

 ・学校運営協議会の発足により，保護者ボランティアの制度を確立した。（登録

約 50名） 

 ・地域の活動・イベントに児童が積極的に参加し，地域住民と交流する機会がで

きた。 

 ・学校評価のアンケートに学校運営協議会の意見が取り入れられ，成果が分かり

やすくなった。 

 ・コミュスク通信を発行できた。(5号） 

 ・学校を支援する各組織との連携の強化を進めることができた。 

（２）課題 

 ・初年度であり，いろいろな考えや意見があり，検討事項・協議事項の絞り込み

が不十分だった。 

 ・学校の抱える課題の解決に向けた支援策をさらに検討する必要がある。 

 ・学校への支援内容に協議が集中し，地域への支援・連携に関する協議が進まな

かった。 

 ・目指す子供像，学校像，地域像，北ノ台の「ふるさと」とは，の熟議が進まな

かった。 

 ・ボランティア参加者に何をしてほしいか等の指示を明確にする必要がある。 

 ・地域住民・保護者のコミュニティ・スクールに対する認知度はまだまだ低い。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

【改善したいこと】 

協議会の運営 ○会議日程・時間の設定。（学校行事を加味した日程，所要時間

の改善。） 

協議（熟議） ○年間を見通した協議事項の計画。（議題の整理と提案の担当者

の分業。） 

【取り組みたいこと】 

○ 学校の抱える課題の解決に向けた支援策の検討。(｢不登校｣等の児童への支 

援。) 

○ 人的支援の拡充。（保護者の学校離れ，学校への無関心さの改善。） 

○ 児童や保護者の地域との関わりを強める活動の検討。（地域団体・行事と 

  の連携。） 
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                       令和８年１月２０日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立多摩川小学校 学校運営協議会 

会長 佐々木 尚代 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ４月１０日 ５人 
・会長選出・役割分担・令和７年度学校経
営方針の承認・年間計画の協議等 

2 令和７年 ４月２６日 ７人 
・今年度の日程確認 
・夏休みの予定等について 

3 令和７年 ６月１２日 ６人 
・教職員紹介・学校要覧について 
・CSサマースクールに向けての協議 

4 令和７年 ７月１１日 ５人 
・１学期授業公開についての振り返り 
・夏休みサマースクールの予定確認 
・昨年度ボランティア活用状況について 

5 令和７年 ８月２９日 ６人 
・教員との交流及び校内研修会参加 
・２学期の予定の確認 

6 令和７年 ９月１３日 ７人 

・サマースクールの振り返り 
・学校公開，道徳授業地区公開講座の 

様子について 
・学校運営協議会人事要望について 

7 令和７年１１月２５日 ６人 
・校内研究参加 
・ウィンタースクールについて 

8 令和７年１２月１５日 ５人 
・ウィンタースクールについて 
・スポーツフェスティバルの振り返りの 
共有 

9 令和８年 ２月１６日 ７人予定 
・今年度の振り返り 
・次年度に向けて 

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・本学校運営協議会２年目を迎えた今年度は，校長が変わり，新たなスタートと

なったが，学校経営方針等を早々に共有し理解を深めることができたため，学

校・地域ともに穏やかにスタートを切ることができた。このことは，学校運営

協議会が設置されていることの大きな成果となった。 

・地域学校協働本部等とも連携し，子どもたちが夏季休業中に活用するための体

験会や学習会を企画し，次年度実施するための地域人材の活用について準備を

進めることができた。 

・本学校運営協議会の開催日に関わらず，日頃から学校と連携し，情報をこまめ

に共有したことで，子どもたちの実態を把握し，学校運営を支援し続けること

ができた。 

・教員が行っている校内研究会に２度同席し，教員が子どもたちを指導する中で

大切にしていること，どのように関わっているかなど共有し理解を深めること

ができた。 

（２）課題 

・『学校運営協議会』の保護者への認知が未だ不十分がところがあるので，学校

Webページで継続的に掲載していくようにする。 

・今年度全員が出席できることが少なかったため，開催日程や開催時間の設定を

工夫する。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・今年度の進捗を踏まえ，夏季休業中に活用するための体験会や学習会を企画し，

地域人材の活用について継続的に実施していけるよう検討をしていく。 
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                       令和８年２月２日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立杉森小学校 学校運営協議会 

会長  高木 直 

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和８年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ５月 ７日 ４人 
授業参観 

令和７年度学校経営計画 

2 令和７年 ７月 ３日 ６人 

スポーツフェスティバルについて 

学習発表会について 

鼓笛活動について 

3 令和７年１１月 ６日 ６人 

９月授業参観の報告 

スポーツフェスティバルの報告 

生活指導上の対応事案の報告 

鼓笛活動について 

4 令和７年１２月１１日 ５人 

学習発表会の報告 

生活指導上の対応事案の報告 

教育活動アンケートの提案 

5 令和８年 ２月 ５日 ６人 

教育委員会訪問報告 

鼓笛活動について 

教育活動アンケート結果の報告・検討 

生活指導上の対応事案の報告 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・学校経営計画が示され，保護者・地域として方針を理解したうえで学校を支援

する基盤ができた。スポーツフェスティバル・学習発表会についても同様。 

・鼓笛活動の現状を把握し，地域学校協働本部事業を生かして継続可能な活動形

態を模索したり，地域人材を活用した指導体制を始めたりすることができた。 

・生活指導上の対応事案を共有し，学校が丁寧に対応しているものの保護者の理

解が得られず苦慮していることとその具体が明らかになり，改善の必要性が理

解できた。 

・食育・学習用具の準備などの家庭の協力が必要な部分で，学校が協力を得られ

ず対応に苦慮している状況が明らかになり，改善の必要性が理解できた。 

・２年目となり，学校運営協議会の年間の見通しがもてるようになった。 

 

（２）課題 

・鼓笛活動は，地域の期待も大きい。期待に応えつつ社会の変化に応じて持続可

能な鼓笛活動の検討を，学校・保護者・地域で連携して進めることが課題の１

つである。 

・子どもたちの安心・安全な学校生活を創るうえで必要な家庭の理解・協力を，

どのように求め実現していくか，方法を検討することが課題の１つである。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 
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                       令和８年２月６日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立飛田給小学校 学校運営協議会 

会長 有田 秀吾 

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月 22日（火） ７人 
学校経営方針，周年行事，運動会について 

他 

2 令和７年６月 12日（木） 8人 
合唱・タグラグビークラブ，学級支援につ

いて 他 

3 令和７年９月 18日（木） 8人 
周年行事，不登校・校内別室指導教室につ

いて 他 

4 令和７年 12月４日（火） 5人 
次年度の教員組織，教員の働き方改革，不

登校児童の対応について 他 

5 令和８年２月５日（木）   7人 
学校評価，次年度教育課程，体育館改修に

ついて 他 

6 令和８年３月 12日（木） 
7人 

（予定） 

次年度学校運営協議会活動計画 他 

（予定） 

    

    

    

    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・合唱クラブ（課外活動）について，地域学校協働本部とも連携し，地域の人材

を活用した運営に移行していく体制が整ってきた。タグラグビークラブについ

ては今年度で活動終了ではあるが，地域のクラブチームの様子などについても

情報提供していただき，ありがたかった。 

・学校行事（運動会）の内容の見直しについて，ＰＴＡとも連携を図り，協議を

することができた。 

・長年地域に根差した活動をされている，経験豊富な委員の方が多く，不登校児

童の対応や学級支援体制について，多くのアイディアをいただくことができた。

地域学校協働本部とも連携し，支援体制づくりを進めることができてきている。 

・地域の事情に詳しく，長きにわたって学校を支えてくださってきた方々が学校

運営協議会の委員となり，学校の困り事について親身になって協議をしてくだ

さり，学校側としては大変心強かった。 

 

（２）課題 

・学校運営協議会の勤務時間内の設定が難しく，学校運営協議委員と教員の交流

の時間をとることができていない。時間設定の工夫が必要である。 

・学校運営協議会の議事録をホームページに掲載しているものの，広く知られて

いるとは言えない現状がある。保護者にも活動を知っていただく工夫が必要で

ある。 

 

３ 次年度に向けて 

・地域人材を生かした授業として，現在取り組んでいる内容以外にもどのような

可能性があるのか探り，授業の幅を広げていきたい。 

・学校運営協議委員と教員の交流の場を設けたい。 

・保護者の声を反映させる仕組み，保護者が協力しやすい仕組みを整えていきた

い。 
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                      令和８年２月５日  

 調布市教育委員会  宛  

調布市立柏野小学校学校運営協議会  

会長  濱野  光伸  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年  ５月１６日  ５人＋３  

・学校経営方針承認  

・学校経営計画の確認  

・不審者対応  

・かしわの朝ごはん  など  

2 令和７年  ６月  ６日  ４人＋１  

・運 動 会 保 護 者 ア ン ケ ー ト 中 間 報 告 （ 体 育 主 任 ）  

・不登校の状況  

・こころの健康観察  

・校内研究  

・かしわの朝ごはん  など  

3 令和７年  ７月  ４日  ５人＋１  

・ふれあい月間取組状況 （生活指導主任）  

・校内研究  

・かしわの朝ごはん  など  

4 令和７年  ９月１２日  ５人＋１  

・服務事故防止研修  

・ CS公募  

・校内研究（研究主任）  

・かしわの朝ごはん  など  

5 令和７年１０月１７日  ５人＋１  

・移動教室（八ヶ岳，日光）  

・わくわくアンケート  

・人事  

・かしわの朝ごはん  など  

6 令和７年１１月１４日  ５人＋１  

・学力調査結果報告（学力向上主任）  

・学校評価アンケート  

・かしわの朝ごはん  など  

7 令和７年１２月１２日  ４人＋３  

・学校評価アンケート結果報告  

・Ｐ連教育懇談会  

・かしわの朝ごはん  など  
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8 令和８年  ２月１３日  人＋   

9 令和８年  ３月１３日  人＋   

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  

２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

・生活指導や校内研究，かしわの発表会（運動）について，担当の教員か

ら話を直接聞けたことで，より内容が分かりやすかった。  

・研究授業に参加でき，教員の取組や児童の様子が分かった。  

 

 

(2) 課題  

・ＣＳ委員の確保。  

  →あて職にすることによって，持続可能になるのでは？  

・ＣＳ委員と児童や教員との交流が増えるとよい。  

  →ＣＳ委員の普段の仕事，地域活動について，６年生のキャリア教育に   

   つなげられるのではないか。  

  →ＣＳ委員と教員の話せる場を設定する。  

  →ＣＳ委員と児童が一緒に給食を食べる会を設定する。  

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取  

り組みたいことなどがあれば記載してください。）   

・ＣＳ委員が研究授業の参観から協議会まで参加する。  

・八雲台小と第七中で年に１回程度合同開催できないかを検討する。また，

七中ＣＳ委員の一人が本校のＣＳ委員になれないか，小中連携の視点で

検討したい。  

・地域学校協働本部や児童館から委員を選出し，さらに地域の教育力を生

かせる組織にしていきたい。  
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                         令和８年１月２９日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立国領小学校学校運営協議会  

会長  高橋  将志  

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年  ４月１６日  ９人  

・自己紹介  

・経営方針の承認  

・年間活動計画について  

2 令和７年  ９月３日    ８人  

・２学期の学校体制について  

・教科担任制ウィークについて  

・学校花壇の整備について  

・キャリア教育授業について  

3 令和７年１１月１５日    ９人  

・学習発表会を終えて  

・学校花壇の整備について  

・キャリア教育授業について  

（授業実施案の検討，講師応募）  

・ 学 校評 価 アン ケート 質 問項 目 に

ついて  

4 令和８年  １月２９日   ９人  

・学校花壇の整備について  

・キャリア教育授業について  

（講師依頼及び実施上の留意点）  

・学校評価アンケート結果 及び令和８

年度教育課程編成について  

・ 学 校運 営 協議 会の成 果 と課 題 に

ついて  

5 
令和８年  ２月２６日  

（実施予定）  
  人  

・キャリア教育授業を終えて  

・令和８年度の教育課程について  

・令和８年度の計画について  

6 
令和  年   月   日  

 
  

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

（１）  成果  

・学校運営協議会の会議体としての運営が安定してきた。  

・学校運営協議会主導で，ＰＴＡの協力を得て，畑・花壇の整備を実現

した。  

・活動の柱（畑・花壇の協働管理等の全面バックアップ，キャリア教育  

授業）を維持・推進できた。  

 

（２）  課題  

・学校側から見た，相談しやすい，頼りやすい環境や体制の整備。  

・学校運営協議会開催日の設定。（特定の委員について有給取得に依

存。）  

・各方面での学校運営協議会の認知度の向上。  

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことなどがあれば記載してください。）  

・畑・花壇の協働管理等の全面バックアップ，キャリア教育授業は，学校

の支援につながるような運営協議会の活動として，安定してきた。  

・今後も，継続的に，学校の支援につながる，時宜に応じた活動ができる

よう，環境や体制の整備を工夫し，学校運営を支援する機能を強化して

いきたい。  

 

以上  
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令和８年２月５日  

調布市教育委員会 宛  

調布市立布田小学校 学校運営協議会  

会長  西原 幸子  

 

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定により，

下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。  

 

1 会議の開催状況  

 開催回 開催日 出席者

数 

主な会議の内容 

1 第 1 回 令和 7 年 5 月 2 日 6 人 令和 7 年度学校経営方針の承認，年間

活動予定の確認，CS の取り組みにつ

いて 

2 第２回 令和 7 年 7 月 18 日 6 人 1 学期活動報告（梅まつり・運動会），

全国学力・学習状況調査結果報告，不

登校児童とステップルームについて 

3 第３回 令和 7 年 11 月 21

日 

６人 展覧会の感想，各学年の児童の様子と

教育課題を教師から座談会形式で話

を聞いた。 

4 第４回 令和 8 年 2 月 27 日  PTA 活動について 

学校経営評価，次年度に向けた協議等 

※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に会議予定 

がある場合には，予定を記入してください。 
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2 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

• 学校経営方針への理解と共有：校長が掲げる「明るく前向きで夢がある布田小

学校」という目標に対し，高学年の主体性を尊重し，失敗を「お宝発見」と捉

えて見守るという方針を委員間で共有できた 。 

• 児童の主体的な活動の促進：梅まつりや運動会において，高学年が自ら考え，

ストーリー性のあるイベントを企画・運営する姿が見られ，思考レベルの向上

が確認された。また展覧会では，5・6 年生が「アートディレクター」として自

ら提案・実行し，指示待ちではない主体的な表現活動が見られた。作品が壊さ

れる心配のない「児童への信頼」に基づいた学校の雰囲気が形成されている。 

• ICT 活用の定着：昨年度からの映像表現の取り組みにより，高学年がタブレッ

トを高度に活用し，それが低中学年の目標となる良い循環が生まれている。 

• 教育環境の充実：ステップルームの推進や，校長と音楽教諭による「虹の歌」

の制作など，児童の心身に寄り添う環境づくりが進んだ 。 

• 地域・保護者との連携：2 年生の町探検で 16 か所の施設協力と 23 人の保護者

支援を得るなど，地域と連携した主体的な学習が展開された。 

(2) 課題 

• 児童の自己解決能力の育成：低学年時のトラブルを継続している児童や，些細

なトラブルで親を介して解決しようとする傾向があり，自分の言葉で説明し解

決する力の育成が求められる。 

• 学力の二極化への対応：全国学力・学習状況調査の結果は高いレベルにあるも

のの，算数などで二極化の兆候が見られるため，継続的な注視と指導の工夫が

求められる。 

 

3 次年度に向けて 

• 熟議の活性化と情報収集：教育委員会等を通じて他校の CS の先進事例を積極

的に学び，布田小の活動をさらに活発にしていきたい。 

• 地域との連携深化：布田地区盆踊リ大会・4 地区合同マラソン大会のような地

域・保護者と連携した行事を継続し，子どもたちの成長を地域全体で見守る体

制を継続する。 

• 新たな取り組みの評価と改善：本年度導入された「チョコプラワン（体力向上）」

や「教科担任制」の成果を検証し，次年度の計画に反映させる。 

• PTA 活動との協働について：令和 7 年度の教育懇談会でテーマとなった CS と

PTA の協働について話し合っていく予定。 
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                         令和８年１月２６日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立調和小学校学校運営協議会  

会長   三浦  伸幸  

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年  ４月１０日  ４人  

○令和７年度学校経営方針の承認  

○今後の実施日程の確認・調整  

○全体保護者会での委員紹介  

2 令和７年  ６月  ５日  ５人  

○授業参観  

○実施日程の確認  

○本校の教育活動・取組について  

3 令和７年  ７月１６日  ６人  
○教職員との懇談  

○学校の現状と課題の把握  

4 令和７年  ９月２２日  ５人  

○学校の現況報告・今後の予定  

○学校評価計画  

○意見交流  

5 令和７年１１月１９日  ６人  

○学校の現況報告  

○学校評価アンケート項目の検討  

○意見交流  

6 令和８年  １月２６日  ６人  

○ 学 校 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 報 告 及

び検討・考察  

○意見交流  

7 令和８年  ２月１８日   人  

○学校の現況報告  

○学校運営協議会評価報告書の確認  

○本年度の成果と課題について  

○意見交流  

8 令和８年  ３月  ９日   人  

○１年間の振り返り  

○次年度方針の検討・確認  

○意見交流  

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

○コミュニティ・スクール導入初年度として，学校運営協議会委員と学

校の現状に基づいて情報を共有し，検討を重ねることができた。  

○学校運営協議会委員と教職員が直接交流する機会をもつことができた。  

○学校関係者評価の活動を計画的に行うことで成果と課題を共有し，次

年度以降に活動につなげることができた。  

 

 

(2) 課題  

  ○コミュニティースクール導入初年度のため，１年間の流れを確認しな

がらの活動に留まった。  

  ○教職員と学校運営協議会委員との懇談機会と時間の確保。  

 

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

○学校運営にかかわる具体的な内容について熟議を重ねる機会をつくる。  

  ○教職員との懇談の機会を確保し，学校運営協議会委員と教職員の交流

をさらに深める。  
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                       令和８年２月５日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立調布中学校 学校運営協議会 

会長 村山 洋子 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月３０日 １１人 
自己紹介,会長・副会長選出,学校経営方針

の承認・今年度のスケジュール 

2 令和７年５月２２日 ９人 学校経営計画・西調布体育館移設について 

3 令和７年６月３０日 ９人 いじめ防止等の対策取り組み状況について 

4 令和７年８月２８日 ８人 若手教員との交流他 

5 令和７年１０月２７日 ９人 後期生徒会の公約紹介本部役員との交流他 

6 令和７年１２月３日 ７人 道徳授業地区公開授業 

7 令和８年１月３０日 ８人 令和８年教育課程案・さくら祭りについて 

8 令和８年３月１３日  一年の振り返り・次年度に向けて 

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１） 成果 

・学校の状況について，学校が抱える課題や市の施策について，委員間での理

解が深まった。 

・本校敷地内に建設予定の西調布体育館（仮称）についての市の担当者による

説明会を実施し，意見交換を行うことができた。 

・若手教職員や生徒との意見交換を通して，お互いの考えを深めることができ

た。 

・昨年度に引き続き地域の祭り（さくら祭り）の運営について情報交換をする

ことができた。 

・ステップルーム（不登校支援）の運用について，建設的な意見交換を行うこ

とができた。 

・学校の良いことばかりでなく，管理職から学校の課題や困難な状況について，

の情報提供や意見交換を行うことにより理解を深めることができた。 

 

（２） 課題 

・定例会議の日程調整…平日の午後，全員が毎回集まるのは厳しいこと。特定

の委員の欠席が増えてしまうことがあった。 

・委員提案の熟議…情報共有にとどまり，もう一歩踏み込んだ委員間での熟議

を行うことが時間的制約もあり難しかった。 

・当日の資料が多くなり，資料を読み込む時間の確保が難しかった。委員間で

の情報共有の時間設定。 

    

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・教職員との対話・面談…夏季休業中に実施。 

  ・会議日程の調整…年間計画を立てる際，それぞれの予定を確認。 

  ・委員提案の実現…「学校でしかできないこと」への支援・協力の充実。 

           刊行物の発行。 
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                         令和８年２月６日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立神代中学校 学校運営協議会 

会長 加藤 均 

 

 

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定 

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月１１日 ９人 
会長・副会長選出について 

令和７年度学校経営方針について 

2 令和７年６月６日 ９人 

令 和 ７ 年 度 カ リ キ ュ ラ ム （ 道 徳

科）について 

体育祭の振返りについて 

3 令和７年９月５日 ９人 

合唱祭について 

教 育 委 員 会 へ の 要 望 （ ス ク ー ル サ

ポーターの早期配置）について 

4 令和７年１０月３日 ８人 学校評価アンケートについて 

5 令和７年１１月７日 ９人 

合唱祭の振り返りについて 

令 和 ７ 年 度 二 十 歳 を 祝 う 会 に つ い

て 

6 令和７年１１月２５日 ６人 
2024年 度 の 生 徒 ・ 保 護 者 に 対 す る

学校の対応について 

7 令和８年２月６日 ９人 

学 校 評 価 ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い

て 

令和8年度学校経営方針について 

   

 

 

 

45



２ 本年度の成果及び課題 

(1) 成果 

 ・学校行事の実施に伴う保護者等への対応についてPTAに成り代わる保護

者コーディネーターと連携をとり，学校行事の円滑な実施を後押しした。 

 ・学校評価アンケートについて，保護者から内容が分かりにくく，回答し

にくいとの意見があったことから，有用なものとなるよう項目，回答案

に関し，学校に対する意見を行った。 

 ・今年度空席となっているスクールサポーターの募集について，主に募集

方法について市ホームページへの掲載の要望を行い，実施していただい

た。 

 ・2024年度の生徒・保護者に対する学校の対応について確認した。 

 

(2) 課題 

 ・学校行事の実施に伴う対応について，学校と情報共有を図り実施したが,

合唱祭について，府中どりーむホールの開催には，経路等における対応

の人数が足りなかったとの意見があり，今後の検討が必要と考える。 

・本年度の取り組みを踏まえて，学校運営協議会開催の頻度と情報共有の

あり方について検討が必要と考える。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。） 

 ・今後の学校運営および教育活動に繋がるような学校アンケートとなるよ

う，いただいた評価や成果について引き続き協議していきたい。 

 ・コロナ禍以来学校側と保護者，また保護者同士が対面で話す機会が減っ

ている中，保護者の不安や要望，声の吸い上げを学校ではzoomなどの導

入により努力していると思うが，PTAがない現状を踏まえてCSの場でそ

の手法について，今一度考えていきたい。  

・様々な行事，部活，学習，学校に対して，何を考え，どのような学校生

活を望んでいるのか等関係者である教職員，主体となる生徒達と熟議の

機会を持つこととしたい。熟議の課題としては，教職員とは変わりゆく

部活について，生徒たちとは行事，部活などどのような学校生活を望む

のか話し合うことにより，具体的に学校の事を考える機会になるのでは

ないかと考える。 
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                       令和８年２月６日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第三中学校 学校運営協議会 

会長 早坂 寿晃 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ５月２３日 ６人 
学校経営方針の承認，今後の実施日程表等

の確認 

2 令和７年 ７月 ７日 ６人 
6 月の活動報告，今後の活動予定等につい

て 

3 令和７年１０月１８日 ５人 
１０月までの活動報告，今後の活動予定等

について 

4 令和７年１１月１４日 ６人 
１１月までの活動報告，今後の活動予定及

び学校評価の内容等について 

5 令和８年 １月２２日 ６人 
１月までの活動報告，今後の活動予定等に

ついて 

6 令和８年 ３月２３日 ６人 
３月までの活動報告，来年度に向けての活

動及び学校評価について 

7    

8    

9    

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・学校運営協議会メンバー全体の関係性を充分に築くことができた。 

・学校行事等に一緒に参加することで心も身体も直にその空気に触れることがで

き，年間を通した学校の流れを知ることができた。 

・学校側も学校運営協議会を心強く思えていただいたのか，管理職と共に遠慮な

く協議することができた。 

 

（２）課題 

・学校運営協議会という組織の目的と役割，またそれを担っているメンバー（委

員）の，地域や学校に関わる方々，子どもたちに対しての周知。 

・今年度から始まり，CSが学校にどこまで関わり，どこまで突っ込んだ協議を

するべきなのか，更に学校が求めていること，学校との距離感のようなものを

図るにはまだまだ時間が足りていないと思える。 

・今後必要になってくるであろう，学校に関わる各諸団体との関係性の構築。 

・学校運営協議会の活動とその成果などを，どうアピールしていくのがベストな

のか考えたい。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・わたし個人的な考えになりますが，調布市全体でせっかく立ち上げた学校運営

協議会。そのうち各地域の特色から様々なやり方も出てきて，良いところ悪い

ところどんどん共有して吸収して，全体的な成長に繋げられるものになるよう

願っています。その時に，周りから何をやってるのかわからない団体とならな

いよう，今は日頃からの周知活動も大事なことだと思っています。子どもたち

のためになるよう，地域で学校という場所を盛り上げていけるといいですね。 
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                         令和８年１月１６日  

 

 調布市教育委員会  宛  

 

調布市立第四中学校  学校運営協議会  

会長  蓮沼  尚子  

 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書  

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定  

により，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告

します。  

 

１  会議の開催状況  

 開催日  出席者数  主な会議の内容  

1 令和７年  ４月１７日  ６人  

委員自己紹介，学校経営方針及び

学校経営計画の説明， CS年間活動

予定，周年について  

2 令和７年  ５月１５日  ４人  
周年について，学校の様子につい

て，授業観察  

3 令和７年  ７月１７日  ５人  

一学期の振り返り（体育祭反省含

む），周年について，夏季休業中

地域行事  

4 令和７年  ９月１８日  ６人  

周年について，学校の様子につい

て，修学旅行報告，次年度人事要

望  

5 令和７年１１月２０日  ４人  

合唱コンクールアンケート結果，

周年アンケート結果，二学期の振

り返り  

6 令和８年  １月１５日  ６人  

教育課程について， PTA役員改選に

ついて，学校運営協議会活動報告

書  

7 令和８年  ２月１９日  人  ・  
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２  本年度の成果及び課題  

(1) 成果  

  ◇学校行事の課題等について情報共有及び検討されたことにより，今後

に向けて学校や地域とどのように関わって行くべきかを考えることがで

きた。  

  ◇新校舎周囲の通学環境に対する変更を若葉小 CSと四中 CSとして提言し

た結果，変更案が採用された。（→学校のみ，あるいは PTAのみでは成

り立たなかった）  

  ◇学校側としては６０周年式典の準備や環境整備（花壇等）に CSがに参

画いただき「心の支え」となった。  

 

(2) 課題  

  ◇地域学校協働本部からの活動状況を毎回発信して共有すべき。  

◇地域や学校のより良い在り方に向け課題を明確にする必要がある。  

 

３  次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて改善したいことや取

り組みたいことがあれば記載してください。）  

   ◇新校舎移転に向けて更なる小学校との連携をはかる必要がある。  

  →学校以外の視点として新校舎の設備面などに関わりたい。  

  ◇教職員との対話（教職員からの要望・意見の吸い上げ）を実施した

い。  

  ◇生徒との対話（生徒からの要望・意見の吸い上げ）を実施したい。  

  ◇次年度は課題を明確にして学校と地域のより良い連携を目指したい。    
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                       令和８年１月 29日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第五中学校 学校運営協議会 

会長 加藤 実三 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月 23日 ７人 
・自己紹介 

・学校経営方針等説明 

2 令和７年 6月 27日 ８人 

・「携帯電話教室」参観後，意見交流 

・不審者侵入に対する避難訓練実施報告 

・学習支援員や部活動外部指導員等の活動

状況報告 

3 令和７年 7月 9日   ６人 

・校内研究会参観後，意見交流 

・校内研究「五中スタイル」取組状況報告 

・「夏期学習教室」実施予定内容共有 

4 令和７年 8月 29日 ８人 

・主幹教諭との意見交流 

・進路指導部，経営支援部，教務部の各業

務内容報告 

5 令和７年 10月 8日 ６人 

・校内研究会参観後，意見交流 

・「合同美化」活動報告 

・「五中未来塾（夏期講習会）」振り返り 

・「放課後学習教室」取組状況報告 

6 令和７年 12月 17日 ８人 

・合唱コンクール振り返り 

・教育活動アンケート実施内容説明 

・英検二次試験対策講座実施予定内容共有 

7 令和８年 1月 28日 ７人 
・「キャリアパスポート」説明 

・教育活動アンケート結果報告 

8 令和８年 2月 18日  ・学校経営計画自己評価等説明（予定） 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

ア 地域コーディネーターの実行力の発揮 

  地域学校協働本部コーディネーターが CS委員として，各回の会議で以下の内

容を提案し，承認後，年度内に実施した。 

・夏季休業中の五中未来塾（夏期講習会）の実施 

・英検運営補助並びに二次試験対策 

・学校運営を支える外部人材の活用 

上記取組により，生徒の学習内容が充実し，生徒の自律的に学ぶ態度を育成す

ることができた。 

 

イ CS 委員が校内研究協議会に全回参加 

 定例の CS 会議を校内研究協議会がある日に位置づけ，以下の教職員等が研修を

実施する機会に同席した。 

・第一回授業研究（国語）倉林主任教諭 

・第二回授業研究（技術）藤山主任教諭 

・道徳授業地区公開講座 

・第三回授業研究（理科）瀬戸口教諭 

上記取組には，授業参観から参観し，協議会にも参加することで，教職員の授業改

善に対する意欲の高さを確認するとともに，話し合いタイムの成果をあらためて理

解した。 

 

ウ 校長のオープンな報告姿勢 

 毎回の定例会にて行われる近況報告では，よい取組に限定されることなく，生活

指導や人事関係の話題について，課題も含めたクリアな報告内容を受けることがで

きた。また，意見も率直である。 
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エ CS 委員に若者世代が入る構成 

 高年齢化傾向にある昨今の CSの運営に当たっては，若者の委員としての参入に

より，多様な世代からの意見を集めることが求められている。このことを意識し，

今年度は大学院生を CS委員として迎えたことで，定例会では幅広い視点で意見が

交わされ，円滑に熟議を進めることができた。 

 

（２）課題：取組内容の発信力の強化 

 今年度 CS モデル校として組織的・計画的に上記取組等を実施し，成果を出すこ

とができた一方で，取組内容の発信については十分でなかったために，CS への認

知については改善の余地がある。 

 

３ 次年度に向けて 

 以下の取組について，成果を更に発揮できるよう継続拡大していく。 

（１）夏季休業中の五中未来塾（夏期講習会）の実施 

  生徒・保護者を対象に配布する案内文を，今年度は実施一週間前に行ったが，

一ヶ月前を目処に行い，募集期間を広くすることで参加人数を増やす。 

（２）英検運営補助並びに二次試験対策 

  英検運営は，今年度は学校教職員が主体で地域学校協働本部が補助の体制で実

施したが，次年度は地域学校協働本部が主体で運営していく。二次試験対策につ

いては，引き続き希望者を対象に実施する。 

（３）学校運営を支える外部人材の活用 

  学校運営上，教職員が担わなくてもよい業務について，校長からの状況報告を

受けてニーズを把握し，必要な人材を派遣していくことで，生徒の学びの充実に

資する取組になるようにする。 

（４）ホームページからの発信 

  各定例会開催日の事前案内や開催後の報告を定期的にホームページで発信する。 
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                       令和８年１月３０日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第六中学校 学校運営協議会 

会長  堀 英樹 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年４月４日 ９人 
顔合わせ・経営方針の承認 

運営協議会の進め方 

2 令和７年５月２２日 ８人 体育大会の取組・不登校支援について 

3 令和７年７月１７日 ９人 
ハーフパンツ導入・教員研修・ 

デジタル化／ICT教育の現状と課題 

4 令和７年１０月３０日 ９人 
合唱コンクール・ジュニア研修部 

・カスハラ問題について 

5 令和７年１２月１８日 １０人 

道徳授業地区公開講座 

新メンバー紹介 カスハラ問題 

学校評価アンケート通知 

6 令和８年２月２６日  学校評価の承認 今年度総括 

7    

8    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また，書類提出日以降に

会議予定がある場合には，予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・保護者，元 PTA 会長，本校 OB，有識者，地域で活動する方，そして地域コー

ディネーターなど，さまざまな立場の委員が集い本協議会をスタートすること

が出来た。 

・初回に確認した本協議会の進め方に沿い，協議会開催のタイミングに校内で課

題となっていることを協議することが出来た。 

・第２回からは，議題に関わる教員にも出席いただき，実情を聞くことが出来た。 

・各委員が，校内での研修会に参加することで，教職員のみなさんと目標を共有

することが出来た。加えて，「対話」や「生徒の目線」など，研修で学んだこ

とを協議で活かすことが出来た。 

・1月 23日（金）の研究発表会（第 2 次）に参加した委員は，学校運営に関わ

る者として研究発表を聴き，分科会に同席することが出来た。 

 

（２）課題 

・2年間の研究推進校としての活動を経て，新たな年度である令和 8年度の学校

経営方針と目標の確認。 

・校内で発生する課題へ，机上のアイデアに止まらない具体的な対応力。 

・教育活動の課題や成果の PR。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・委員個々が校内の日常を知るために，学校公開時に限らない授業や行事・部活

動の参観を増やしたい。 

・「ジュニア研修部」で培われた自由闊達な協議を，本協議会でも活かしたい。

伴い，本協議会への生徒の参加を検討し実施したい。 

・地域学校協働本部の一体的運用を促進するため，PTA（保護者）との連携を密

にし，次代の学校支援の担い手を育みたい。 
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                       令和 ８年 １月２９日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第七中学校 学校運営協議会 

会長 齊藤 百合子 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年 ４月２２日 ５人 
様子の報告、取組方針の確認、会長選任、

学校経営方針の承認、年間計画策定 

2 令和７年 ６月 ３日 ５人 
様子の報告、参観を通して意見交換、課題

の熟議（暑熱対策・合理的配慮） 

3 令和７年 ７月 ３日 ５人 
様子の報告、課題の熟議（同上）、はしう

ち教室参観を通して 

4 令和７年１０月３０日 ３人 
様子の報告、課題の熟議（評価アンケート

項目・周年） 

5 令和７年１２月１１日 ４人 

様子の報告、課題の熟議（評価アンケート

を受けて・地域との関わりの進め方）、参

観を通して 

6 令和８年 ２月１９日 予定 
様子の報告、課題の熟議（評価アンケート

を受けて・次年度に向けて） 

7    

8    

9    

10    

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また、書類提出日以降に

会議予定がある場合には、予定を記入してください。 
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２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・学校・地域の諸課題について熟議の場を持つことができた。特に「暑熱対策」

「合理的配慮」等について意見交換が進んだ。 

・学区がことなるはしうち教室についても委員の理解が進み意見を出すことがで

きた。 

 

 

（２）課題 

教員・生徒・保護者の意見感想を聞き取り協議会で熟議する機会が少なかった。 

授業参観の機会をもっと持てるとよかった。 

 

 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・学区が重なる２つの小学校の運営協議会と合同開催などの機会を作りたい。 

・協議会での意見を実行するためにも地域学校協働本部の活動力を高め、つなが

りを強くしていきたい。 
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                       令和８年２月４日 

 調布市教育委員会 宛 

 

調布市立第八中学校 学校運営協議会 

会長 長谷川 正 

 

令和７年度学校運営協議会活動報告書 

 

調布市立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第７条の規定によ

り，下記のとおり令和７年度学校運営協議会の会議の開催状況等を報告します。 

 

１ 会議の開催状況 

 開催日 出席者数 主な会議の内容 

1 令和７年５月８日 ７人 学校経営方針・計画の承認など 

2 令和７年７月１０日 ７人 １学期の振返り、CSとのお話会など 

3 令和７年１１月１４日 ７人 学校評価アンケート、校内研究など 

4 令和８年２月１２日 ７人 次年度学校経営方針・計画の承認など 

  ※開催回数に合わせて，適宜行を削除又は追加してください。また、書類提出日以降に

会議予定がある場合には、予定を記入してください。 

２ 本年度の成果及び課題 

（１）成果 

・地域と学校の連携がさらに深まり、学校への信頼性が高まった。 

・教員一人一人と委員による個別の面談を実施したことによって、「顔の見える

関係づくり」ができ、同時に教員の地域人材活用力を高めることができた。 
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（２）課題 

・会議の進行などを学校主体で行ったが、今後は委員が主体で行っていきたい。 

・「地域に開かれた学校づくり」の実現のためには、まだ規模が小さいため、さ

らに拡大する工夫が求められる。 

 

３ 次年度に向けて（本年度の成果及び課題を踏まえて，改善したいことや取り組

みたいことなどがあれば記載してください。） 

・「拡大熟議」の実施を令和 8年 8月 30日に計画している。地域の各種団体、

近隣大学生、本校の卒業生、在校生、教職員などが広く集まり、学校や地域の

在り方について自由に話し合う場を、CS委員が主催して設ける。この取組を

通じて、「地域に開かれた学校づくり」の実現とともに、若者世代のコミュニ

ティへの参画を促し、地域活性化につなげていきたい。 
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